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1. はじめに 

現行の道路交通分析では，主に道路ネットワークデ

ータおよびプローブデータが使用されている．道路ネ

ットワークデータは，ノード（道路網状の結節点）とリ

ンク（ノードとノードの間の道路区間）から構成されて

いる．プローブデータは人や車の走行・挙動履歴であり，

経緯度・高度等で構成された点の集合体である． 

現在の分析対象は，自動車交通が主となっているが，

道路空間には自動車に加え，自転車や歩行者の多様な

交通がある．これらの交錯現象を詳細に分析できると，

潜在的事故危険箇所の発掘等の交通安全対策を講ずる

ことができると考えられる． 

既往研究に着目すると，渡辺ら 1)は，多様な交通モー

ドのプローブデータの組合せ分析にポリゴンメッシュ

を用いることを提案している．また，今井ら 2)は，交通

データには多種多様な位置表現と交通モードの組み合

わせに加えて，大量化していることから，地図上で高速

に処理できる「分析・可視化基盤」の必要性を考察して

いる．しかし，著者らの調査した限り，多様な交通モー

ドのプローブデータを同時に扱える道路交通分析の具

体的な手法を提案した既往研究は見当たらない． 

本研究の目的は，多様な交通モードのプローブデー

タを同時に扱える道路交通分析手法の考案とした．本

稿は，同手法の考案に際して検討すべき課題を報告す

る．まず，複数の交通モードのプローブデータの仕様を

調査する．次に，実際の道路空間の交通実態を再現した

プローブデータのサンプル（以下，「サンプルデータ」

という．）を作成する．そして，サンプルデータを用い

て，多様な交通モードのプローブデータを同時に扱う

上で生じる課題を抽出する．  

2. プローブデータの調査 

本研究では，道路交通分野に流通しているプローブ

データの仕様を調査した．自動車，自転車および歩行者

の各プローブデータは，カーナビゲーション，携帯電話，

スマートフォンや GPS ロガー等の媒体から取得されて

いる．その取得間隔は 1 秒～30 秒であり，24 時間 365

日リアルタイムに蓄積できる． 

データの仕様は，走行履歴および挙動履歴に大別さ

れる．走行履歴には，経緯度や時刻，機器によっては速

度や高度も収録される．挙動履歴には，位置情報や時刻，

速度，前後左右上下の 3方向に区別した加速度，進行方

向やヨー角速度等が収録される． 

3. 多様な交通モードのプローブデータの再現 

本研究では，プローブデータの調査結果に基づいて，

実際の道路空間の交通実態を再現したサンプルデータ

を作成した．サンプルデータでは，現行の道路交通分析

において課題の対象となる多様な交通モードのプロー

ブデータを作成した．対象とする道路構造は，測位誤差

の生じやすいダブルデッキ，直線道路および交差点と

した．具体的には，表-1 に示す茨城県つくば市内の 3

箇所を選定した．表-1 にはサンプルデータの仕様を示

している．ここでは，表-2 に示すつくば総合都市交通

体系調査 3)における対象地区の交通実態を踏まえ，表-

1の交通モード，データ取得時間間隔，交通時間および

サンプル数を設定した．特に，自動車の場合は表-3 に

示す対象場所の旅行速度や車頭距離を設定した． 

以上の設定した仕様を基に，各箇所における交通挙

動を再現した．図-1 は，歩行者同士や歩行者と自転車

との交錯現象を再現したダブルデッキにおけるサンプ

ルデータを地図に重畳して示している．  

表-1 サンプルデータの仕様 

 

対象地区 道路構造 交通モード データ取得時間間隔 交通時間 サンプル数

歩行者 5秒・10秒・20秒 8分35秒 9人

自転車 5秒 55秒 2台

歩行者 5秒・10秒・20秒 4分10秒 4人

自転車 5秒 3分30秒 5台

自動車 1秒・2秒・4秒 20秒 12台

歩行者 5秒・10秒・20秒 5分55秒 4人

自転車 5秒 2分35秒 4台

自動車 1秒・2秒・4秒 1分1秒 12台

ペデストリアン
デッキ

県道24号

（遠東地区）

学園の森中央
交差点

ダブルデッキ

直線道路

交差点
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表-2 対象箇所における交通の実態 

 

表-3 対象箇所で設定した交通挙動 

 

 

図-1 ダブルデッキにおけるサンプルデータ 

（出典：Google Earth） 

4. 多様な交通モードのプローブデータを用いた道路

交通分析における課題の抽出 

本研究では，作成したサンプルデータを用いて道路

交通分析者との議論を重ね，複数の交通モードのプロ

ーブデータを同時に扱う上で生じる課題を抽出した． 

現在，歩行者や自転車のプローブデータの蓄積も進

んでいるが，自動車交通が主な分析対象となり，複数の

交通モードのプローブデータを同時に扱った分析には

至っていない．その一因として，自動車交通に係わる道

路ネットワークデータは全国の道路を対象に調製され

ている．また，都心の一部では歩行者の経路案内に利用

する歩行者ネットワークデータが調製されている．こ

のため，分析対象のエリアによっては，各交通モードの

プローブデータの集計処理の基図となるネットワーク

データが無い場合が生ずる．  

多様な交通モードのプローブデータを同時に扱える

と，例えば次のような交通現象の解明が期待される． 

・ 自転車や歩行者による詳細な交通挙動（乱横断等

の危険挙動の抽出含む） 

・ 多様な交通モードの交錯現象（ヒヤリハット発生

箇所の抽出含む） 

・ 歩行者や自転車の交通の影響による特定区間内の

速度変化 

・ 横断歩道交通の影響を加味した右左折の交通挙動 

・ 歩行者や自転車の交通に起因する自動車交通のボ

ルトネック箇所の抽出 

しかしながら，現行の道路交通分析では，単一のプロ

ーブデータの走行・挙動履歴を道路ネットワークデー

タのリンクを用いて表現することが一般的である．こ

のため，複数の交通モードのプローブデータの特長を

活かした詳細な交通挙動を再現することが困難である． 

5. おわりに 

本稿は，実際の道路空間の交通実態を再現したプロ

ーブデータのサンプルデータを作成し，多様な交通モ

ードのプローブデータを同時に扱う上で生じる課題を

抽出した．得られた知見として，複数の交通モードのプ

ローブデータを同時に扱う分析において，道路ネット

ワークデータを基図とした既存手法を適用するには限

界があることがわかった． 

今後の課題として，多様な交通モードのプローブデ

ータを同時に扱える手法を考案し，ケーススタディを

実施して考案した手法の有用性を検証する． 

謝辞：本研究の遂行にあたり，（株）ケー・シー・エス
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交通挙動 県道24号（遠東地区） 学園の森中央交差点

平日24時間混雑度 1.25～1.49 1.00未満

ピーク時旅行速度 20～30km/h 20～30km/h

法定速度 50km/h 60km/h

交通挙動 県道24号（遠東地区） 学園の森中央交差点

旅行速度 40km/h前後 40km/h前後

車頭距離 25m前後 35m前後
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